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内容の要旨および審査の結果の要旨
カドヘリンはカルシウムイオン依存性の細胞接着分子で，選択的細胞接着機能を持ち，組織の形態形成
や腫瘍形成において重要な役割を果たすとされている。本研究では，髄膜瞳の発生に際しカドヘリンがど
のような役割を果たしているかを明らかにするために，髄膜腫とその発生母地であるクモ膜絨毛について，
生化学的ならびに免疫組織化学的な検索を行なった。
３例のクモ膜絨毛と31例の髄膜腫（合胞細胞型11例，移行型12例および線維芽細胞型８例）を対象とし
た。モノクローナル抗体はヒト上皮型（E型）カドヘリンに特異的に反応するＨＥＣＤ－１を用い，ウエス
タンプロッティングと凍結切片による光顕的，電顕的（pre-embedding法）免疫組織化学にて検索を行
なった。
ウエスタンブロッティングでは，クモ膜絨毛および合胞細胞型と移行型の髄膜腫において全例に分子量
約124kＤのＢ型カドヘリンが検出されたのに対し，線維芽細胞型では１例も検出されなかった。免疫組織
化学的には，クモ膜絨毛ではクモ膜細胞層，集籏部および中芯部のクモ膜細胞にE型カドヘリンの発現が
みられたが，線維性被膜ではみられなかった。一方，髄膜腫においては，合胞細胞型と移行型の合胞体を
形成する部分にE型カドヘリンの発現が強くみられたが，移行型の束状配列を形成する部分では弱く，線
維芽細胞型ではみられなかった。これまでの形態学的な研究から，髄膜瞳のうち合胞細胞型はクモ膜絨毛
の集綾部に，線維芽細胞型は線維性被膜に，また，移行型は集籏部と線維性被膜の中間的性状を持つクモ
膜細胞層に由来することが示唆されている。本研究で示したⅡ型カドヘリンの発現様式からも，上記と同
様な所見が推定された。
免疫電顕においては，クモ膜絨毛ではE型カドヘリンは，隣接するクモ膜細胞間に斑点状に凝集して存
在したのに対し，髄膜腫では接着装置を含め細胞間のほぼ全体に分布し，しかもその発現量は増加してい
た。
これらの結果より，カドヘリンの発現様式の違いが髄膜臆の組織学的多様性と密接に関連しており，腫
瘍化に伴いカドヘリンの分布や発現量が変化することが示唆された。
以上、本研究は髄膜腫の病因論に新しい知見を加えたものであり、脳腫瘍学の発展に寄与するところが
大きい労作であると評価された。
－３９－
